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露憂宅．

深
江
の
北
と
稲
荷
筋

「
昔
の
深
江
の
北
は
、
田
ん
ぼ
と
畑
ば
っ
か
り
や
っ
た
」
と
古
老
は
言
い
ま

す
。
こ
の
昔
と
は
、
昭
和
三
十
一
年
『
経
済
白
書
』
が
「
も
は
や
戦
後
で
は
な

い
」
と
宣
言
し
た
頃
ま
で
の
こ
と
で
、
南
北
に
分
け
る
区
切
り
は
、
阪
神
電
車

軌
道
で
す
。

こ
の
頃
ま
で
の
「
深
江
の
キ
タ
」
で
め
ぼ
し
い
建
物
と
い
え
ば
稲
荷
筋
の
信

親
寮
、
三
徳
金
属
の
工
場
、
札
場
通
の
帝
国
製
氷
工
場
（
写
真
１
）
く
ら
い
で

し
た
。
稲
荷
筋
、
札
場
通
、
栄
通
に
沿
っ
て
住
宅
が
点
在
す
る
程
度
で
、
夏
に

百

ざ＝涛挙

第40号

昭
和
別
年
代
の
稲
荷
筋
を
歩
く

深
江
物
語
②

三＝弓

■

｡ー ４

写真１昭和30年ごろの帝国製氷工場

（長瀬龍作氏提供）

２

と
い
っ
て
い
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
の
成
り
立
ち
や
人
の
気
質
の
違
い

ま
で
幅
広
い
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
深
江
の
ミ
ナ
ミ
」
と
い
う
場
合

に
は
、
深
江
村
と
し
て
の
伝
統
や
し
き
た
り
あ
る
い
は
人
の
つ
な
が
り
を
村
の

ま
ま
に
色
濃
く
残
し
て
い
る
地
域
や
人
を
意
味
す
る
の
で
す
。

北
地
区
は
、
昭
和
三
十
年
初
頭
を
境
に
し
て
急
激
に
住
宅
や
人
口
が
増
加
し

て
、
い
わ
ゆ
る
都
市
化
し
た
町
で
す
。
北
地
区
が
都
市
化
す
る
に
つ
れ
て
、
深

江
駅
界
隈
も
特
に
駅
よ
り
北
の
稲
荷
筋
に
沿
っ
て
現
在
の
姿
に
近
い
も
の
に
な

り
ま
し
た
。
稲
荷
筋
に
は
そ
れ
ま
で
も
駅
か
ら
北
に
店
舗
も
並
ん
で
い
ま
し
た

が
、
昭
和
二
十
年
代
の
深
江
の
中
心
は
、
深
江
駅
の
南
に
あ
る
大
日
神
社
の
西

の
「
銀
座
通
り
」
で
し
た
。

今
回
は
昭
和
二
十
年
代
後
半
の
駅
北
の
稲
荷
筋
界
隈
を
、
深
江
塾
の
メ
ン
バ
ー

で
回
想
し
て
、
追
加
で
取
材
を
重
ね
文
章
に
ま
と
め
、
深
江
塾
全
員
で
内
容
の

点
検
を
し
ま
し
た
（
図
１
）
。

稲
荷
筋
の
商
店
街

駅
の
改
札
を
出
て
す
ぐ
北
側
に
「
佐
原
建
設
」
。
こ
の
店
舗
は
建
材
、
お
茶
、

風
月
堂
の
菓
子
と
扱
う
商
品
を
変
え
な
が
ら
平
成
二
十
年
代
の
駅
前
再
開
発
事

業
開
始
ま
で
永
ら
く
営
業
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
北
に
「
フ
タ
バ
カ
メ
ラ
店
」
。

こ
の
頃
、
庶
民
に
と
っ
て
カ
メ
ラ
は
高
嶺
の
花
で
す
。
こ
の
店
は
カ
メ
ラ
と
い

う
商
品
を
売
る
よ
り
も
「
現
像
・
焼
き
増
し
」
と
い
っ
た
技
術
を
売
る
店
で

し
た
。細
い
路
地
を
挟
ん
だ
北
側
に
「
松
本
新
聞
鋪
」
。
新
聞
舗
の
北
に
「
建
部
表

具
」
「
木
田
菓
子
店
」
「
横
幕
荒
物
店
」
が
あ
り
、
「
横
幕
荒
物
店
」
は
後
に

「
大
植
薬
肘
」
と
な
り
ま
す
。
こ
の
店
は
、
元
は
駅
の
南
、
深
江
銀
歴
通
り
に

面
し
て
あ
っ
た
も
の
が
移
転
し
た
も
の
で
す
。
当
時
、
深
江
駅
南
に
は
ほ
か
に

大
Ｈ
神
社
前
に
「
ダ
ル
マ
薬
局
」
が
あ
り
ま
し
た
。
大
植
薬
局
は
そ
の
後
廃
業

し
、
現
在
大
植
ビ
ル
と
姿
を
変
え
て
い
ま
す
。
そ
の
北
に
「
上
増
呉
服
店
」
。

大
正
時
代
に
は
浜
街
道
沿
い
に
あ
り
ま
し
た
が
そ
の
後
移
転
し
た
も
の
で
す
。

な
る
と
あ
ち
こ
ち
か
ら

カ
エ
ル
の
合
唱
が
聞
こ

え
ま
し
た
。
昭
和
三
十

年
代
に
入
る
と
「
深
江

の
キ
タ
」
に
工
場
や
集

合
住
宅
が
州
次
い
で
建

て
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
本

庄
小
学
校
に
通
う
転
校

生
が
急
蝋
し
ま
し
た
。

こ
の
深
江
を
「
キ
タ
」

と
「
ミ
ナ
ミ
」
に
分
け

る
言
い
方
は
、
巾
に
地

理
的
に
キ
タ
や
ミ
ナ
ミ

一血L一

深
江
雛
森
口
健



駅
改
札
を
北
に
出
て
稲
荷
筋
を
東
に
渡
っ
た
正
面
に
一
神
戸
銀
行
」
。
北
に

「
今
北
洋
品
店
」
・
「
パ
ー
マ
店
（
美
容
院
）
」
・
「
上
田
寿
司
府
」
と
並
ん

で
い
ま
す
。
パ
ー
マ
店
は
文
殊
四
郎
平
二
郎
さ
ん
が
経
営
。
文
殊
四
郎
と
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
苗
字
で
、
昔
刀
鍛
冶
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
三
郎
さ

ん
が
表
札
の
注
文
を
し
た
と
こ
ろ
「
文
殊
四
郎
」
と
「
平
三
郎
」
の
二
つ

の
表
札
が
出
来
上
が
っ
て
き
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
り
ま
す
。
昭
和
三
十

年
代
は
パ
ー
マ
店
が
少
な
く
、
年
末
は
と
て
も
混
雑
し
た
と
い
い
ま
す
。

寿
司
店
の
道
を
挟
ん
で
筋
に
面
し
た
北
角
に
喫
茶
「
ド
ン
」
。
こ
の
喫
茶
店

生活文化史 ２０１２．３・閉

３

稲荷市場になる場所は戦前は数少ない

店舗があるだけだった

（稲荷筋・飯田歯科医院前）

｜昭和29年に稲荷市場開設

霞田端’

高
橋
川

露
、難波蔵川川川上
(たばこ店）

は
「
深
江
の
若
い
衆
」
の
溜
り
場
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
若
い
衆
だ
け
が
客
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
男
性
の
情
報
交
換
の
場
で
、
ご
婦
人
方
が
ゆ
っ
く
り
と
会
話

を
楽
し
む
よ
う
な
純
喫
茶
の
雰
囲
気
は
な
か
っ
た
と
、
当
時
の
若
い
衆
は
言
い

ま
す
。
ま
た
当
時
喫
茶
店
は
少
な
く
、
神
戸
高
等
商
船
学
校
の
学
生
が
よ
く
立

ち
寄
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

「
喫
茶
ド
ン
」
か
ら
北
に
行
き
今
の
御
影
鳴
尾
線
と
稲
荷
筋
の
交
差
点
に
は

東
角
に
「
難
波
た
ば
こ
店
」
、
割
烹
寿
司
の
「
伊
佐
武
」
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

西
角
に
は
現
在
で
は
イ
イ
ダ
ビ
ル
と
な
っ
て
い
る
所
に
「
飯
田
歯
科
医
院
」
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
交
差
点
か
ら
現
在
の
三
徳
工
場
ま
で
の
間
の
西
側
は
、
昭
和
二
十
九
年

か
ら
三
十
年
は
じ
め
に
か
け
て
「
稲
荷
市
場
」
と
い
う
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
前
は
敷
地
の
大
半
が
畑
で
イ
チ
ジ
ク
が
栽
培
さ
れ
て
い

ま
し
た
（
写
兵
２
）
。
イ
チ
ジ
ク
畑
の
ほ
か
馬
や
牛
が
そ
の
敷
地
で
飼
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
運
送
会
社
を
経
営
す
る
難
波
辰
蔵
氏
が
、
物
品
運
搬
の
労
力
と
し

Ｌ

第40号

一ノ瀬金原森本田中｜鷺

図１昭和20年代後半ごろの稲荷筋界隈（山口咲子さんが作成し

たものを深江塾のメンバーで修正）

写真２

す生た深のれで弓を弓にて
◎まい江弓た昭すバ使バリ｜飼

これｰの御稲和・りぅ“そ

窪蕊i溌
深まらしい氏さうにれは馬

一
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江
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
と
な
り
、
昭
和
四
十
三
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
コ
ー
プ
深
江
店
」
と
と
も
に
深
江
の
集
客
拠
点
に
な
り
ま
す
。
こ
の
市
場
が

出
来
る
ま
で
は
深
江
に
は
、
駅
前
を
中
心
に
自
然
発
生
的
な
い
わ
ゆ
る
「
パ
パ

マ
マ
ス
ト
ア
」
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
商
店
街
形
成
の
意
図
を
持
っ
て
出
来
た

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
稲
荷
市
場

は
「
ま
ち
づ
く
り
計
画
・
構
想
」
の
も
と
に
で
き
た
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」

で
す
。
し
か
し
一
挙
に
市
場
が
出
来
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
初
め
は
稲
荷
筋
西

側
に
沿
っ
て
店
舗
が
で
き
ま
し
た
。
多
田
電
気
店
、
太
平
薬
局
、
オ
ー
バ
時
計

店
、
現
在
の
福
Ⅲ
果
物
店
と
な
る
西
尾
果
物
店
、
ア
ポ
ロ
喫
茶
店
な
ど
で
す
。

さ
ら
に
今
の
桶
川
果
物
店
辺
り
を
東
の
入
、
と
し
て
西
に
伸
び
て
、
そ
の
西
の

突
き
出
た
り
は
南
北
に
店
が
並
ぶ
配
侭
を
主
と
す
る
商
店
街
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
三
十
年
に
住
宅
公
剛
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
深
江
の
北
に
は

続
々
と
公
鴬
住
宅
が
建
設
さ
れ
、
「
旧
ん
ぼ
と
畑
」
が
住
宅
地
に
変
わ
っ
て
い

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
性
民
の
多
く
は
迩
単
通
勤
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
す
。
元

の
「
川
ん
ぼ
畑
」
の
地
域
か
ら
深
江
駅
に
向
っ
て
人
の
流
れ
が
出
来
ま
し
た
。

稲
荷
市
場
を
は
じ
め
稲
荷
筋
は
こ
れ
ら
の
人
の
流
れ
、
人
ｎ
の
贈
加
に
対
応
す

る
深
江
の
繁
華
街
へ
と
成
便
し
て
い
き
ま
し
た
。

深
江
の
金
融
機
関

戦
前
か
ら
深
江
駅
近
辺
に
二
つ
の
金
融
機
関
が
あ
り
ま
し
た
。
深
江
郵
便
局

と
神
戸
銀
行
深
江
支
店
で
す
。

神
戸
銀
行
は
神
戸
の
ほ
か
県
内
の
主
要
都
市
の
地
方
銀
行
を
合
併
し
て
昭
和

十
二
年
に
出
来
た
都
市
銀
行
で
、
昭
和
四
卜
八
年
に
は
関
東
の
太
陽
銀
行
と
合

併
し
て
太
陽
神
戸
銀
行
と
な
り
ま
し
た
。
余
談
な
が
ら
山
崎
豊
子
さ
ん
の
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
の
一
つ
で
あ
り
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
映
画
に
も
な
っ
た
「
華
腿
な
る

一
族
」
の
モ
デ
ル
は
、
「
神
戸
銀
行
」
で
し
た
。
平
成
二
年
、
財
閥
系
の
三

井
銀
行
と
合
併
し
て
太
陽
神
戸
三
井
銀
行
と
な
り
、
さ
く
ら
銀
行
と
名
称
を
変

行替朽４さもは．．|・３い深い区
がえ化、‐くれ改空八竜に江ま別

離離郷；
た。り五ががれれいた櫛八つ
こ神、年へら、たしへ筋年た
と戸建、写利戦建IlH7j：東にと
は銀て老真川後物和真沿はい

４

写真４昭和45年ごろの神戸銀行

（｢深交くらぶ30年史』から）

し
た
。
深
江
に
軍
滞
に
場
が
川
来
る
な
ど
し
て
、
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
き
た
た

め
、
銀
行
が
拠
点
を
移
し
た
の
で
す
。
し
か
し
木
造
の
建
物
で
杵
通
の
民
家
と

〆

《
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Ｉ且鋤
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銀
山
え
、
さ
ら
に
、
平
成

挿
供
十
三
年
住
友
銀
行
と

の
提

の
合
併
に
よ
っ
て
三

ろ
氏
こ
平
井
住
友
銀
行
と
な
り

い
些
栢

な
原
、
ノ
ま
し
た
。

敵
唯
峰
神
戸
銀
行
深
江
支

癖
華
凱
店
は
、
元
々
は
青
木

前
癖
時
に
あ
り
ま
し
た
が
、

戦
行
口
昭
和
十
五
年
に
西
国

３

浜
街
道
に
而
し
て
、

真写
大
川
神
社
の
す
ぐ
東

側
に
移
転
し
て
き
ま

Ｌ
、
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
き
た
た

Ｉ型
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５

は
本
庄
村
深
江
七
五
五
番
地
）
に
新
築
移
転
し
ま
し
た
（
写
真
５
）
。

地
域
に
開
か
れ
た
社
員
寮
・
信
親
寮

戦
前
か
ら
昭
和
四
十
年
頃
ま
で
、
現
在
の
「
コ
ー
プ
深
江
店
」
の
場
所
に
木

造
二
階
建
て
の
建
物
が
あ
り
ま
し
た
。
本
庄
・
深
江
の
海
岸
に
あ
る
新
明
和
工

業
所
有
の
建
物
で
、
そ
の
名
を
「
信
親
寮
」
と
い
い
ま
す
。
お
よ
そ
二
千
坪
の

敷
地
に
あ
る
集
合
住
宅
で
す
。
戦
前
の
昭
和
十
六
年
に
建
築
さ
れ
て
、
当
時
は

新
明
和
工
業
の
前
身
で
あ
る
川
西
航
空
機
と
い
う
海
軍
の
航
空
機
を
製
作
し
て

い
た
企
業
の
社
宅
で
し
た
。
社
宅
と
は
言
っ
て
も
入
居
者
の
ほ
と
ん
ど
は
工
場

で
働
く
女
子
工
員
で
し
た
。

こ
の
建
物
は
昭
和
二
十
年
の
幾
度
か
の
空
襲
か
ら
の
被
災
を
免
れ
ま
し
た
。

大
規
模
な
集
合
住
宅
と
し
て
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
深
江
に
も
建
ち
始
め
た
の
は
昭

和
四
十
年
代
後
半
以
降
で
、
こ
の
建
物
の
周
り
は
川
や
畑
し
か
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
Ⅲ
立
つ
建
物
で
し
た
。
中
央
に
広
場
を
は
さ
ん
で
概
ね
南
と
北
に
二

棟
か
ら
な
っ
て
い
て
、
約
八
十
室
が
あ
り
ま
し
た
。
元
は
女
子
寮
で
し
た
の
で

一
室
十
二
畳
ほ
ど
の
広
さ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

川
西
航
空
機
は
敗
戦
と
共
に
工
場
と
し
て
の
役
目
が
果
た
せ
ず
従
業
員
も
ほ

と
ん
ど
い
な
く
な
り
、
戦
後
は
、
社
員
で
な
い
深
江
の
戦
災
被
害
者
や
住
宅
困

窮
者
の
た
め
賃
貸
住
宅
と
し
て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
昭
和
二
十
五
年
六

月
に
始
ま
っ
た
朝
鮮
戦
争
は
こ
の
建
物
に
も
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
戦
闘

が
は
げ
し
く
な
る
に
つ
れ
て
、
新
明
和
工
業
が
米
軍
か
ら
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
Ｆ

師
の
琳
柳
燃
料
タ
ン
ク
を
製
作
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
当
然
従
業
員
も

増
え
、
寮
は
新
明
和
の
社
宅
と
し
て
本
来
の
用
途
に
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
居
住
者
が
記
憶
を
頼
り
に
作
成
し
た
概
略
平
面
図
で
、
昭
和
三
十
年
頃
の
信

親
寮
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
（
図
２
）
。
東
西
に
長
い
木
造
二
階
建
て
二
棟
の
建

物
は
、
中
央
の
渡
り
廊
下
で
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
敷
地
の
門
は
稲
荷
筋
に
面
し

た
西
門
、
敷
地
の
北
の
東
西
の
道
に
面
し
た
北
門
、
東
の
南
北
に
面
し
た
東
門

椎
問
題
な
ど
か
ら
金
融
再

編
成
の
波
を
か
ぶ
り
ま
し
た
。
銀
行
は
整
理
統
合
を
進
め
て
「
三
井
住
友
銀
行

深
江
支
店
」
も
平
成
卜
八
年
年
三
月
に
は
芦
屋
支
店
に
統
合
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。一
方
、
郵
便
肘
は
大
正
八
年
九
月
、
本
庄
村
深
江
六
九
一
番
地
に
開
局
し
ま

し
た
。
五
代
Ⅱ
肘
艮
内
海
六
郎
氏
の
記
録
「
深
江
郵
便
川
六
十
余
年
の
歴
史
」

に
よ
れ
ば
、
現
在
の
大
Ⅱ
公
園
の
北
側
、
深
江
本
町
三
ｒ
Ⅱ
六
番
地
、
浜
街
道

と
札
場
通
交
差
点
の
北
西
で
、
初
代
局
長
は
岡
田
保
太
郎
さ
ん
で
し
た
。
大
正

十
二
年
十
二
月
に
は
、
阪
口
正
一
局
長
に
引
継
ぎ
、
本
庄
村
深
江
七
二
二
番
地

に
移
転
。
当
初
の
位
置
よ
り
や
や
西
、
浜
街
道
に
面
し
た
南
側
で
し
た
。
さ
ら

に
同
十
二
年
四
月
に
は
藤
井
恵
三
局
長
が
三
代
目
局
長
に
な
り
、
本
庄
村
深
江

六
四
一
番
地
、
深
江
駅
南
側
の
稲
荷
筋
に
面
し
た
所
に
移
転
し
ま
し
た
が
、
昭

和
二
十
年
八
月
五
日
の
空
襲
で
焼
失
、
昭
和
二
十
二
年
三
月
に
現
在
地
（
当
時

経し役集銀金こえタいま味ス稲

直側織鮮曇ふ雛烹,Ⅷ
婁然'灘憐諦ヲ１計､離

阜美注鮭蕊撫鋤
良ブたき江神的きがセ筋いのイ
債ル◎なの戸にた増ン沿え意ン

第40号

糊

写真５「昭和51年ごろの深江郵便局

（｢深交くらぶ30年史』から）
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の
三
つ
の
門
が
あ
り
ま
し
た
。
稲
荷
筋
に
面
し
た
西
門
が
正
門
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
管
理
事
務
所
は
北
棟
中
央
の
北
門
を
入
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
社
宅
と

し
て
再
び
活
用
さ
れ
た
と
き
に
管
理
人
が
置
か
れ
ま
し
た
。
沖
縄
出
身
の
方
で

家
族
と
も
ど
も
住
み
込
み
で
し
た
。
洗
濯
場
、
浴
場
、
ト
イ
レ
、
水
道
は
全
て

共
同
で
し
た
。
練
炭
を
使
っ
て
炊
事
や
暖
を
取
り
ま
し
た
。

北
棟
は
さ
ら
に
南
北
に
分
か
れ
て
、
中
廊
下
に
取
り
囲
ま
れ
た
家
族
用
の
部

屋
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
家
族
用
北
棟
の
一
階
北
玄
関
を
入
っ
た
右
手
が
管
理

人
室
・
事
務
所
で
す
。
玄
関
ホ
ー
ル
を
は
さ
ん
で
事
務
所
前
に
控
え
室
が
あ
り

ま
し
た
。
控
え
室
は
、
寮
全
体
の
た
め
の
共
同
の
応
接
室
で
も
あ
り
ま
し
た
。

信親寮

_,'１
乱に

『｢T扇i~~尿’ ’

ｰ

Ｉ

稲
荷
伽
深
列
馴
↓

一rｑ

櫛

mL-fIf

写真６昭和30年代の信親寮でのクリスマス会

（長瀬龍作氏提供）

く$＞
し

下）＜
－

並 勝 道 &谷

蘭

図２昭和30年ごろの信親寮

（昭和29年入寮の長瀬龍作氏原図、森口健一作図）
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三

理

進
す
れ
ば
左
手
に
共
同
洗
濯
場
。
洗
濯
場
の
南
、

稲
荷
筋
側
に
単
身
者
用
住
宅
、
作
業
場
、
倉
庫
、

ト
イ
レ
が
あ
り
ま
し
た
。
廊
下
を
挟
ん
で
左
手
、
東
側
は
家
族
用
住
宅
が
あ
り

そ
れ
の
南
に
接
し
て
別
棟
で
浴
場
が
あ
り
ま
す
。
浴
場
は
西
側
の
入
り
口
か
ら

順
に
脱
衣
場
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、
浴
槽
と
並
ん
で
い
ま
す
。
湯
は
屋
外
の
ボ
イ
ラ
ー

室
か
ら
供
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
南
東
の
西
半
分
は
一
階
建
て
で
し
た
。

北
棟
は
構
造
的
に
は
総
二
階
建
て
で
す
が
、
北
玄
関
上
の
二
階
部
分
に
住
戸

四
戸
分
相
当
の
五
十
畳
く
ら
い
の
広
さ
の
講
堂
が
あ
り
、
卓
球
台
も
あ
り
ま
し

た
。
時
々
こ
こ
の
住
民
が
持
つ
米
国
製
の
小
型
テ
レ
ビ
で
、
近
所
の
子
ど
も
に

時
間
を
区
切
っ
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
と
い
う
子
ど
も
向
け
番
組
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
だ
街
頭
テ
レ
ビ
も
な
い
こ
ろ
で
す
。
ま
た
昭
和
二
十
年

Ｌ２Ｔ）

1．トイレ・風呂・洗濯場は共同使用

２．ガス・電気は各家庭に引込済

雲毒半二量悪蕊露

】亘祷･‐‐‘

－ー－－_

齢、一北
玄
関
を
入
っ
て
巾
央
の
渡
り
廊
下
を
南
に
直

無
９
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代
の
後
半
か
ら
三
十
年
代
は
じ
め
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
珍
し
か
っ
た
頃
、
こ
こ

で
は
音
楽
会
、
学
芸
会
が
時
々
に
開
催
さ
れ
、
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
配

ら
れ
ま
し
た
（
写
真
６
）
。

夏
休
み
に
は
、
新
明
和
工
業
が
中
央
広
場
を
利
用
し
て
社
員
向
け
の
映
画
会

を
開
催
し
、
地
域
の
人
た
ち
に
開
放
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
今
で
言
え

ば
企
業
の
地
域
貢
献
活
動
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
い
か
に
も
米
国
と
密
接
な
関
係

が
あ
る
技
術
や
製
品
の
企
業
ゆ
え
の
「
文
化
」
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

昭
和
四
十
年
頃
、
寮
の
敷
地
の
西
半
分
は
神
戸
灘
生
協
の
店
舗
用
地
、
東
半

分
は
マ
ン
シ
ョ
ン
用
地
と
し
て
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

先
端
技
術
を
誇
る
三
徳
金
属
工
場

稲
荷
市
場
と
道
を
挟
ん
で
北
側
に
「
三
徳
」
の
雌
場
が
あ
り
ま
す
（
図
３
）
。

深
江
の
人
は
単
に
「
サ
ン
ト
ク
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
昭
和
十
二
年
に
こ
の
地

に
三
徳
金
属
株
式
会
社
と
し
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
十
三
年
に
三
徳
工
業

と
な
り
ま
し
た
が
、
戦
後
の
昭
和
二
十
四
年
、
三
徳
特
殊
金
属
と
し
て
再
出
発
、

同
年
社
名
を
三
徳
金
属
工
業
と
改
称
、
さ
ら
に
平
成
十
一
年
に
社
名
変
更
で
現

在
は
株
式
会
社
三
徳
と
な
っ
て
い
ま
す
。
戦
前
か
ら
あ
っ
た
川
西
航
空
機
同
様
、

三
徳
金
属
工
業
も
「
軍
需
」
に
関
連
す
る
企
業
で
し
た
。

昭
和
十
二
年
、
稲
荷
市
場
に
隣
接
し
た
西
側
に
第
一
工
場
、
同
十
四
年
、
稲

第40号

図３昭和20年代後半ごろの深江北町

荷
市
場
の
北
側
に
道
路
を
挟
ん
で
第
二
工
場
、
さ
ら
に
同
十
八
年
、
北
側
に
第

三
工
場
と
三
つ
の
工
場
が
で
き
ま
し
た
。
昭
和
二
十
年
八
月
の
空
襲
で
第
二
、

節
三
工
場
は
被
災
し
ま
し
た
が
、
第
一
Ⅲ
場
の
電
気
炉
、
第
三
工
場
の
発
遮
機

は
無
傷
で
残
り
ま
し
た
。
当
時
の
深
江
工
場
の
従
業
員
は
四
○
○
人
で
し
た
が
、

戦
後
軍
需
産
業
が
な
く
な
っ
て
、
昭
和
二
十
四
年
の
再
出
発
の
時
は
社
員
は
わ

ず
か
三
○
人
で
し
た
。
第
一
工
場
は
今
で
は
日
商
岩
井
が
分
譲
し
た
マ
ン
シ
ョ

ン
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

三
徳
が
ど
ん
な
会
社
な
の
か
、
地
域
の
人
は
あ
ま
り
知
り
ま
せ
ん
。
そ
の
理

由
は
、
こ
の
会
社
・
工
場
の
主
力
製
品
が
一
般
消
費
者
の
目
に
触
れ
た
り
話
題

に
な
る
こ
と
の
少
な
い
「
レ
ア
メ
タ
ル
」
あ
る
い
は
「
レ
ア
ァ
ー
ス
」
と
い
う

産
業
素
材
を
扱
う
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
戦
車
の
鋼
板

や
耶
艦
の
大
砲
な
ど
の
製
作
と
砧
質
向
上
に
欠
か
せ
な
い
金
属
で
す
。
こ
の

「
レ
ア
」
は
「
め
ず
ら
し
い
」
「
少
な
い
」
と
い
う
意
味
を
持
っ
た
「
希
」
と

い
う
漢
字
が
当
て
ら
れ
ま
す
。
つ
い
巌
近
で
は
中
国
が
そ
の
輸
出
制
限
を
行
っ

て
世
界
的
な
貿
易
問
題
に
も
な
り
ま
し
た
。
三
徳
金
属
と
い
う
会
社
は
「
希
土

類
」
あ
る
い
は
「
希
金
属
（
貴
金
属
で
は
な
い
）
一
を
取
り
扱
う
技
術
を
持
っ

た
企
業
で
す
。

戦
前
に
は
従
業
員
の
た
め
に
札
場
通
、
現
在
の
「
青
い
鳥
幼
稚
園
」
辺
り
に

「
三
徳
寮
」
と
い
う
社
貝
寮
ま
で
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
深
江
工
場
の
従
業
貝

は
四
○
○
人
の
う
ち
半
数
が
寮
に
入
り
、
地
方
か
ら
出
て
き
た
若
い
人
達
を
育

て
る
た
め
の
教
育
施
設
「
三
徳
深
江
青
年
学
校
」
を
用
意
し
中
等
教
育
を
行
い

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
さ
ら
に
大
学
に
進
学
す
る
卒
業
生
も
い
た
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
昭
和
二
十
年
五
月
の
空
襲
の
被
害
を
受
け
寮
は
全
壊
、
敗
戦
と
共
に
軍

需
が
な
く
工
場
そ
の
も
の
も
操
業
停
止
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
稲
荷

筋
に
あ
っ
た
第
一
工
場
や
第
二
工
場
で
は
、
残
留
資
材
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
利

用
し
て
、
ナ
ベ
や
釜
を
作
り
、
高
橋
川
沿
い
に
鉄
管
を
設
置
し
て
、
海
か
ら
海

水
を
工
場
に
引
き
込
ん
で
塩
を
作
り
ま
し
た
。
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し
か
し
特
殊
な
技
術
を
持
つ
強
み
は
健
在
で
し
た
。
レ
ァ
ァ
ー
ス
、
レ
ァ
メ

タ
ル
を
扱
う
特
殊
な
技
術
を
、
ラ
イ
タ
ー
の
芯
火
打
の
製
造
に
唯
か
す
道
を
編

み
出
し
た
の
で
す
。
マ
ッ
チ
す
ら
貴
重
な
商
品
で
あ
っ
た
戦
後
の
時
代
に
ラ
イ

タ
ー
は
さ
ら
に
費
重
で
、
ラ
イ
タ
ー
の
薪
火
石
は
ま
さ
に
希
石
で
あ
り
蛍
石
で

あ
っ
た
の
で
す
。
三
徳
金
属
の
ラ
イ
タ
ー
石
は
、
売
れ
に
売
れ
て
そ
の
売
上
金

を
「
石
油
缶
に
入
れ
て
そ
の
重
鮭
を
計
っ
て
数
え
た
」
と
い
う
信
じ
ら
れ
な
い

話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

三
徳
金
属
と
い
う
企
業
は
そ
の
技
術
の
優
秀
さ
か
ら
、
敗
戦
の
痛
手
か
ら
立

ち
直
り
現
在
も
広
い
敷
地
と
共
に
稲
荷
筋
に
沿
っ
て
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
深
江
の
繁
華
街
あ
る
い
は
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
し
て
、
稲
荷
筋
の

あ
り
方
や
発
展
を
考
え
た
と
き
大
き
な
工
場
敷
地
が
こ
こ
に
あ
る
こ
と
は
賛
否

が
分
か
れ
る
で
し
ょ
う
。
昭
和
四
十
年
代
以
前
は
、
煙
突
か
ら
緑
の
煙
を
吐
き

出
し
、
臭
い
に
お
い
が
し
て
近
所
か
ら
苦
情
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

深
江
駅
を
出
て
稲
荷
筋
を
北
に
向
か
う
と
き
、
繁
華
な
風
情
は
こ
の
工
場
を
境

に
途
切
れ
ま
す
。
稲
荷
筋
を
深
江
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
し
て
発
展
拡
張
を

思
案
す
る
の
も
「
深
江
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
と
っ
て
は
必
要
な
時
期
で
は
な
い

か
と
筆
者
は
思
い
ま
す
。

戦
後
娯
楽
の
花
形
・
稲
荷
劇
場

稲
荷
市
場
が
開
設
さ
れ
た
昭
和
二
十
九
年
の
頃
に
映
画
館
の
稲
荷
劇
場
が
出

来
ま
し
た
。
深
江
唯
一
の
映
画
館
で
す
。
相
前
後
し
て
近
隣
に
開
設
さ
れ
た
映

画
館
と
し
て
、
青
木
に
大
和
劇
場
、
森
に
銀
映
、
芦
屋
に
芦
屋
会
館
が
あ
り
ま

し
た
。
稲
荷
劇
場
は
邦
而
で
東
映
映
画
が
主
力
で
す
。

昭
和
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
初
め
に
か
け
て
は
、
邦
画
の
全
盛
期
で
し
た
。

ま
だ
テ
レ
ビ
も
な
く
、
映
棚
を
見
に
行
く
こ
と
は
人
々
の
大
き
な
娯
楽
の
一
つ

で
し
た
。

稲
荷
劇
場
で
は
時
代
劇
が
多
く
上
映
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
封
切
り
映

画
館
の
大
人
の
入
場
料
は
一
○
○
円
程
度
で
し
た
。
当
時
の
喫
茶
店
で
の
コ
ー

ヒ
ー
一
杯
が
五
○
円
前
後
、
新
聞
代
が
一
ヵ
月
三
三
○
円
の
時
代
で
す
。
時
代

劇
と
い
え
ば
「
ア
ラ
カ
ン
の
鞍
馬
天
狗
」
が
一
番
の
人
気
映
而
で
し
ょ
う
。

「
ア
ラ
カ
ン
」
と
は
嵐
寛
十
郎
で
後
に
映
画
明
治
天
皇
シ
リ
ー
ズ
で
の
明
治
天

皇
が
は
ま
り
役
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
時
代
劇
の
ヒ
ッ
ト
作
と
い
え
ば
中
村
錦

之
助
、
東
千
代
介
、
高
千
穂
ひ
づ
る
の
「
紅
孔
雀
」
で
す
。
そ
の
ポ
ス
タ
ー
に

は
「
笛
吹
童
子
の
東
映
が
よ
い
子
に
贈
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
の
子
ど
も
達
の
遊
び
で
「
チ
ャ
ン
バ
ラ
ご
っ

こ
」
が
ブ
ー
ム
に
な
り
ま
し
た
。
「
紅
孔
雀
」
や
「
笛
吹
童
子
」
あ
る
い
は

「
鞍
馬
天
狗
」
を
見
て
自
分
た
ち
も
映
画
の
主
人
公
に
な
り
き
っ
て
、
当
時
深

江
の
あ
ち
こ
ち
に
あ
っ
た
広
つ
ば
で
チ
ャ
ン
バ
ラ
ご
っ
こ
を
し
て
遊
ん
だ
の

で
す
。
稲
荷
劇
場
で
は
、
松
竹
映
画
の
バ
ン
ジ
ュ
ン
（
伴
淳
三
郎
）
、
ア
チ
ャ
コ
主

演
の
「
二
等
兵
物
語
」
、
東
宝
で
黒
津
明
監
督
の
「
七
人
の
侍
」
、
新
東
宝
・
嵐

寛
十
郎
主
演
の
「
明
治
天
皇
と
日
露
大
戦
争
」
な
ど
も
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
東

映
系
映
両
劇
場
で
あ
り
な
が
ら
、
他
の
映
画
会
社
の
作
品
も
上
映
し
て
い
た
の

で
す
。
当
時
の
映
画
館
は
「
三
本
立
て
上
映
」
が
当
た
り
前
で
、
一
度
に
三
つ

の
作
品
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
す
。

三
本
立
て
で
す
か
ら
一
つ
の
配
給
会
社
の
作
品
で
は
間
に
合
わ
ず
、
近
隣
の

映
画
館
の
芦
屋
会
館
、
銀
映
な
ど
と
フ
ィ
ル
ム
を
回
し
あ
っ
て
い
た
と
い
う
の

で
す
。
一
つ
の
映
画
が
終
わ
る
と
別
の
フ
ィ
ル
ム
を
別
の
映
画
館
に
持
っ
て
行

き
、
代
わ
り
に
違
う
フ
ィ
ル
ム
を
持
ち
帰
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
そ
の
た
め
に

従
業
員
は
自
転
車
で
そ
れ
ぞ
れ
の
映
画
館
に
走
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
仕

事
は
深
江
の
若
い
人
の
よ
い
ア
ル
バ
イ
ト
に
な
り
ま
し
た
。

若
者
レ
ジ
ャ
ー
の
拠
点
・
阪
神
ス
ケ
ー
ト
場

深
江
の
娯
楽
施
設
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
阪
神
ス
ケ
ー
ト
場
で
す
。
こ

の
施
設
は
、
稲
荷
筋
で
は
な
く
札
場
通
に
面
し
て
あ
り
ま
し
た
。
現
在
の
竹
中

工
務
店
の
社
員
寮
と
通
り
を
挟
ん
だ
北
側
に
、
戦
前
か
ら
あ
っ
た
帝
国
製
氷
株

生活文化史
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前
の
時
間
を
利
用
し
て
ス
ケ
ー

ト
を
楽
し
み
た
い
人
の
た
め
に

早
朝
割
引
制
度
を
実
施
し
ま
し

た
。
通
常
価
格
の
半
額
以
下
で
、

昭
和
三
十
年
前
後
ご
ろ
は
、
貸

し
靴
込
み
で
二
時
間
で
一
○
○

円
で
し
た
。
屯
単
に
乗
っ
て
早

朝
荊
引
の
た
め
に
来
場
す
る
事

は
附
雌
を
伴
い
ま
す
か
ら
、
淵

然
地
元
右
利
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
早
朝
割
引
は

「
ペ
ン
ギ
ン
タ
イ
ム
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
ペ
ン
ギ

ン
の
名
な
の
か
そ
の
由
来
は
不

明
で
す
が
「
明
日
、
ペ
ン
ギ
ン

式
会
社
の
付
属
・
関
連
営
業
施
設
と
し
て
開
設
さ
れ
た
と
聞
き
ま
す
。
当
時
、

ス
ケ
ー
ト
場
と
い
え
ば
神
戸
は
新
開
地
の
衆
楽
館
ス
ケ
ー
ト
場
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
阪
神
ス
ケ
ー
ト
場
が
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
は
電
車
に
乗
っ

て
若
い
人
達
を
中
心
に
多
く
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
二
十
三
年
に
は

高
松
宮
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
写
真
が
残
っ
て
い
ま
す
（
写
真
７
）
。

ど
れ
ほ
ど
の
人
気
施
設
で
あ
っ
た
の
か
を
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
に
入
場
す
る
一
時
間
待
ち
」
が
三
時
間
と
い
う
の
は
ざ
ら
で

し
た
。
後
に
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
も
待
ち
時
間
が
三
時
間
、
四
時
間

と
い
う
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ス
ケ
ー
ト
は
待
つ
場
所
が
冬
の
路
上
で
す
か
ら

大
変
で
す
。
待
つ
人
の
列
は
ス
ケ
ー
ト
場
の
札
場
通
を
越
え
て
稲
荷
筋
ま
で
延

び
た
と
い
い
ま
す
。

こ
の
ス
ケ
ー
ト
場
は
、
リ
ン
ク
の
有
効
利
用
の
た
め
、
勤
め
や
学
校
へ
行
く

第40号

９

〔
参
考
文
献
〕

三
徳
金
属
に
業
株
式
会
社
『
三
徳
金
属
工
業
株
式
会
社
印
年
史
」
二
○
○
○

年
内
海
六
郎
「
深
江
郵
便
局
六
卜
余
年
の
歴
史
」
『
深
交
く
ら
ぶ
犯
周
年
記
念

号
』
一
九
七
六
年

春
木
一
夫
「
銀
行
が
で
き
た
」
右
同

週
刊
朝
日
編
『
値
段
史
年
表
」
一
九
八
八
年

タ
イ
ム
い
こ
か
」
が
深
江
の
若
い
人
の
合
言
葉
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
阪
神
ス
ケ
ー
ト
場
で
猛
練
習
に
励
み
、
後
に
全
Ｈ
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

な
り
、
仙
界
に
羽
ば
た
い
た
選
手
に
関
学
大
の
上
野
純
子
（
現
・
平
松
純
子
）

さ
ん
が
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
上
野
純
子
選
手
の
メ
イ
ン
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て

指
導
に
あ
た
っ
た
の
が
当
時
深
江
在
住
で
本
庄
小
学
校
、
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
で
あ
っ
た
松
葉
徳
三
郎
氏
で
す
。
こ
の
松
葉
徳
三
郎
氏
は
昭
和
三
十
年
代
に
、

プ
ロ
野
球
の
南
海
ホ
ー
ク
ス
が
日
本
シ
リ
ー
ズ
を
制
し
て
日
本
一
に
な
っ
た
と

き
の
名
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇

な
お
原
稲
化
に
先
立
っ
て
意
見
を
交
わ
し
た
深
江
塾
の
メ
ン
バ
ー
は
、
筆
者

の
森
、
氏
の
ほ
か
、
飯
Ⅲ
一
雄
、
植
田
延
生
、
大
両
令
子
、
寺
田
喜
多
子
、
両

士
井
敏
、
息
信
也
、
藤
本
吉
江
、
増
田
行
雄
、
三
枝
照
於
、
山
口
咲
子
、
松
下

ヨ
シ
子
、
津
川
雅
敏
の
各
氏
と
史
料
館
の
道
谷
副
館
長
、
水
口
研
究
員
と
史
料

館
長
で
す
。
ま
た
昭
和
二
十
九
年
に
信
親
寮
に
入
寮
さ
れ
た
長
瀬
龍
作
氏
に
は

当
時
の
平
面
図
作
成
や
聞
き
取
り
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
田
賀
明
男
・
多

田
正
市
・
難
波
保
隆
・
樋
口
隆
・
古
池
順
一
・
松
葉
力
の
各
氏
に
も
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
厚
く
感
謝
い
た
し
ま
す
（
大
国
正
美
）
。
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誓
媛
参
《

藷

史
料
館
開
設
の
き
っ
か
け
の
一
つ
だ
っ
た
地
元
の
深
山
家
の
史
料
の
中
に
、

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
十
一
月
六
日
開
通
の
「
兵
庫
県
特
設
電
話
番
号
簿
追

加
表
芦
屋
郵
便
局
芦
屋
特
設
電
話
加
入
者
名
及
番
号
」
と
い
う
表
題
の
史

料
と
、
私
製
と
思
わ
れ
る
木
製
一
枚
物
の
「
芦
屋
五
五
番
」
の
電
話
番
号
札

（
縦
二
二
注
ン
、
横
八
注
ン
、
厚
さ
一
・
二
飛
ン
、
写
真
１
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
史
料
で
は
、
冒
頭
に
「
番
外
一
番
公
衆
通
話
用
」
「
六
○
番
障
碍

試
験
用
」
．
○
○
番
電
報
託
送
及
一
般
事
務
用
」
と
特
別
枠
の
番
号
を
掲

げ
、
続
い
て
一
番
か
ら
七
○
番
ま
で
を
割
り
振
っ
て
い
る
。
な
ぜ
か
五
○
番
が

欠
番
で
、
八
番
．
一
六
番
が
同
一
番
号
で
二
台
ず
つ
所
有
し
、
猿
丸
又
左
衛
門

が
四
本
、
大
利
平
吉
が
三
本
の
回
線
を
引
い
て
い
た
。
一
般
加
入
者
は
六
三
名

七
○
台
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
末
尾
に
は
「
三
・
二
西
部
逓
信
局
印
刷
」

と
あ
っ
て
、
開
通
直
後
の
大
正
三
年
十
一
月
印
刷
の
電
話
表
の
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
『
新
修
芦
屋
市
史
・
一
や
『
芦
屋
市
史
年
表
』
に
よ
れ
ば
当
初
の
加
入
者
は

三
二
名
と
あ
り
、
大
き
く
食
い
違
う
。
三
二
名
は
当
初
の
申
込
者
数
で
、
一
般

加
入
者
は
す
ぐ
に
六
三
名
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
『
市
史
』
に
よ
れ
ば
、

加
入
者
は
大
正
八
年
二
三
二
、
同

十
年
三
四
七
、
昭
和
元
年
（
一
九

二
六
）
年
八
九
七
、
同
五
年
一
○

七
九
と
急
激
に
増
え
て
い
く
の
で

あ
る
。
加
入
電
話
の
設
置
場
所
は
江
戸

図１昭和13年ごろの深江浜付近（昭和13年本庄尋常小学校

卒業生が記憶を元に作成した地図）

展
示
品
と
の
対
話
（
一
八
）

大
正
三
年
の
電
話
番
号
簿

史
料
館
研
究
只
藤
川
祐
作

－１０－

写
真
１
深
山
家
の
「
芦
屋
五
五
番
」
の

電
話
番
号
札

第40号

傍
示
川

ｒ
Ｆ
３
Ｈ
５
Ｆ
・
夕
賄
．
Ｌ
‐
‐
ｒ
ト
ー
宮
。
と
一
一

時
代
の
旧
村
で
み
れ
ば
、
芦
屋
五
四
台
・
打
川
一
○
台
・
深
江
五
台
・
三
条
一

台
だ
っ
た
。

深
江
の
加
入
者
は
五
名

深
江
で
の
電
話
加
入
者
は
、
以
下
の
五
人
で
あ
る
。

二
六
番
中
谷
庄
兵
術
（
永
井
浜
）
羅
紗
商

二
七
番
福
田
粂
蔵
（
永
井
浜
）

三
四
番
柳
琢
蔵
（
永
井
浜
）
医
師

五
五
番
深
山
贋
三
郎
（
大
日
前
）
医
師

六
一
番
長
谷
川
清
治
（
東
浜
）
医
師

一
一
一
四
番
の
柳
琢
蔵
を
除
い
て
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
当
時
も
継
続
的
に

居
住
し
て
い
た
（
図
１
）
。
深
山
家
は
江
戸
時
代
か
ら
こ
の
地
で
医
業
を
営
み
、

校Ｉ|’たに長業の二も贋か両た受貧居
でで大こ谷こ医後氏務三ら宮たけ困住

鋤,Ｗ糾鯛＃’ぬ悩譲均瞭そ
'潔農,ﾘ)桝魚華果本がの兵ずらぃ
育阪長を論、ぃ江氏氏庄訪広庫診はた
を医で構末柳るでと’鯉職篭謙圃
始学、え期・・開そ健長ｏ囲らしを１
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め
た
著
名
な
産
科
医
だ
っ
た
。
明
治
三
十
八
年
に
開
通
し
た
阪
神
電
鉄
は
、
沿

線
が
健
康
に
優
れ
た
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
、
当
時
の
大
阪
医
学
界
の
そ

う
そ
う
た
る
医
師
か
ら
寄
稿
を
得
て
『
市
外
居
住
の
す
、
め
』
と
い
う
講
演
集

を
明
治
四
十
一
年
に
出
版
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
執
筆
陣
に
加
わ
っ
た
一
四

人
の
う
ち
の
二
人
で
あ
る
。
『
市
外
居
住
の
す
、
め
」
で
長
谷
川
は
「
水
の
都

か
ら
産
業
革
命
を
経
て
黄
塵
の
都
と
化
し
た
大
阪
を
脱
出
し
、
空
気
清
浄
（
中

略
）
、
大
気
が
清
浄
で
オ
ゾ
ン
に
富
み
」
な
ど
と
こ
の
地
を
高
評
し
て
お
り
、

こ
の
こ
ろ
か
ら
大
都
市
か
ら
阪
神
間
に
住
居
や
別
荘
を
持
つ
富
裕
層
が
急
増
し

た
。
『
市
外
居
住
の
す
、
め
』
の
出
版
の
中
心
人
物
だ
っ
た
大
阪
医
学
校
（
現

・
大
阪
大
学
医
学
部
）
の
佐
多
愛
彦
校
長
も
、
現
在
の
芦
屋
市
山
手
町
山
手
緑

地
、
す
な
わ
ち
松
風
山
荘
に
広
大
な
別
荘
地
を
備
え
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
大
正

三
年
の
電
話
番
号
簿
で
は
三
七
番
、
「
精
道
村
ノ
内
芦
屋
村
字
杖
東
」
居
住
と

登
場
す
る
。
福
田
は
、
日
の
出
証
券
を
興
し
た
株
式
仲
買
人
福
田
粂
蔵
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
が
未
確
認
で
あ
る
。

加
入
者
い
ろ
い
ろ

加
入
者
の
う
ち
職
業
が
判
明
す
る
の
は
四
○
人
で
、
製
造
業
六
（
石
材
石
粉

一
・
、
セ
メ
ン
ト
・
製
堆
・
陶
器
・
粘
米
水
車
各
一
）
、
商
業
一
一
（
貿
易
商
二
、

株
式
仲
買
二
、
ネ
ク
タ
イ
・
羅
紗
・
材
木
．
Ｈ
用
品
・
薬
・
医
療
機
械
・
米
穀

雑
貨
各
一
）
、
料
理
仕
出
し
旅
館
三
、
運
送
業
一
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
九
（
会
社

員
五
・
新
聞
社
員
二
・
銀
行
員
・
団
体
役
員
各
一
）
、
医
師
七
、
弁
護
士
一
、

牧
場
一
、
養
鶏
一
と
な
っ
て
い
る
。
著
名
人
と
し
て
実
業
家
で
古
美
術
収
集
家

と
し
て
知
ら
れ
る
斎
藤
幾
太
、
白
洲
次
郎
の
父
・
文
平
が
旧
芦
屋
村
に
居
住
し

電
話
加
入
し
て
い
た
。

こ
の
中
に
あ
る
五
二
番
の
矢
島
材
木
商
店
は
、
現
在
も
営
業
を
続
け
る
数
少

な
い
店
の
一
つ
で
あ
る
。
創
業
は
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
で
現
在
は
四
代
目

に
な
っ
て
い
る
。
当
時
の
電
話
番
号
に
二
○
○
○
を
加
え
た
も
の
が
現
在
の
自

宅
の
電
話
番
号
に
な
っ
て
い
る
。
三
一
一
一
番
の
打
出
焼
陶
器
所
も
そ
の
後
、
二
○

1１

○
○
を
加
え
た
二
○
一
一
一
一
一
一
番
が
電
話
番
号
に
な
っ
た
こ
と
が
、
昭
和
二
十
五
年

（
一
九
五
○
）
十
二
月
発
行
の
『
あ
し
や
（
芦
屋
市
弘
報
迄
（
現
「
広
報
あ
し

や
」
の
前
身
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
広
告
で
判
明
す
る
。
六
四
番
の
足
立
藤
吉

は
、
字
毛
賀
金
、
日
用
品
販
売
と
な
っ
て
お
り
、
字
名
か
ら
茶
屋
之
町
の
旧
西

国
街
道
南
沿
い
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
ま
で
あ
っ
た
足
立
酒
店
と
関
係
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
大
正
期
、
松
頓
に
あ
っ
た
芦
屋
遊
園
は
写
真
が
数
枚
知
ら

れ
て
い
る
が
、
園
内
に
料
理
屋
と
し
て
西
川
徳
蔵
経
営
の
「
魚
喜
」
が
あ
っ
た

こ
と
が
こ
の
電
話
帳
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。

電
話
番
号
札

史
料
館
に
展
示
し
て
い
る
深
川
家
の
「
芦
屋
五
五
番
」
の
寵
話
番
号
札
は
、

表
札
が
公
道
に
面
し
て
掲
げ
て
あ
る
よ
う
に
表
札
と
並
べ
て
掲
げ
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
番
号
は
裏
面
に
も
書
か
れ
て
い
て
、
当
初
番
号
が
書
か
れ
て
い

た
而
が
長
年
の
直
射
日
光
に
よ
っ
て
色
あ
せ
、
読
み
づ
ら
く
な
っ
て
裏
側
に
響

い
た
よ
う
で
、
書
体
も
異
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
が
芦
屋
市
内
で
も

見
ら
れ
、
門
柱
の
上
部
に
表
札
、
下
部
に
電
話
番
号
を
埋
め
込
ん
だ
ケ
ー
ス

（
写
真
２
）
や
戦
前
、
逓
信
省
時
代
の
金
属
製
の
電
話
番
号
札
を
勝
手
口
に
掲

示
し
て
い
た
拳
例
も
あ
る
（
写
真
３
）
。

芦
屋
郵
便
局
の
変
遷

次
に
芦
屋
郵
便
局
の
変
遷
を
兄
て
お
き
た
い
。
今
日
の
郵
便
局
は
平
田
北
町

の
国
道
四
三
号
北
側
に
位
置
し
て
い
る
が
、
元
は
阪
神
芦
屋
駅
す
ぐ
北
側
、

す
な
わ
ち
芦
屋
警
察
署
の
斜
め
向
か
い
に
あ
っ
た
。
現
在
は
一
階
が
ス
ー
パ
ー

の
入
っ
た
雑
居
ビ
ル
に
な
っ
て
い

る
。
昭
和
五
年
に
は
新
た
に
今
Ⅱ

の
大
柵
町
に
芦
屋
郵
便
局
遮
話
鞭

務
室
を
新
築
し
、
自
動
交
換
方
式

と
し
た
。
こ
の
時
期
、
今
ｎ
の
四

桁
番
号
が
採
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

写
真
２
表
札
の
下
部
に
埋
め
込
ま
れ
た

電
話
番
号
（
芦
屋
市
内
）
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蝉
§

写
真
３
勝
手
口
に
掲
示
し
て
い
た
逓
信
省

な
っ
た
。

時
代
の
金
属
製
の
電
話
番
号
札

昭
和
六
十
年
、
民
営
化
さ
れ
Ⅱ
（
芦
屋
市
三
条
町
）

本
遜
信
遮
話
株
式
会
社
（
略
称
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
と
な
っ
た
。
芦
屋
郵
便
局
遮
話
事
務

室
は
大
析
町
か
ら
宮
川
町
の
県
立
芦
屋
高
校
東
向
か
い
を
経
て
、
現
在
地
に
移
っ

た
。
宮
川
町
の
建
物
は
現
在
Ｎ
Ｔ
Ｔ
兵
庫
支
店
芦
屋
別
館
無
人
機
械
棟
と
な
っ

て
い
る
。
大
析
町
の
建
物
は
上
浪
朗
の
設
計
に
よ
る
も
の
で
、
宮
川
町
に
移
っ

た
後
の
建
物
は
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
レ
ス
ト
ラ
ン
芦
屋
モ
ノ
リ
ス
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
る
。

〔
参
考
文
献
〕

魚
澄
惣
五
郎
「
芦
屋
市
史
年
表
』
芦
屋
市
教
育
委
員
会
、
一
九
五
三
年

芦
屋
市
史
編
集
専
門
委
員
『
新
修
芦
屋
市
史
」
芦
屋
市
、
一
九
七
一
年

『
芦
屋
の
う
つ
り
か
わ
り
』
芦
屋
市
、
一
九
六
五
年

「
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
展
」
実
行
委
員
会
『
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
』
淡
交
社
、

一
九
九
七
年

笠
原
一
人
「
オ
ラ
ン
ダ
に
学
ぶ
近
代
建
築
と
産
業
遺
産
の
保
存
・
活
用
」

『
歴
史
と
神
戸
』
二
八
九
号
、
二
○
一
一
年

辻
川
敦
・
大
国
正
美
編
著
『
神
両
Ｉ
尼
崎
海
辺
の
歴
史
』
神
戸
新
聞
総
合

出
版
セ
ン
タ
ー
、
二
○
一
二
年

昭
和
八
年
に
は
三
・
三
世
帯
に
一

台
の
割
り
で
普
及
し
た
。
昭
和
二

十
二
年
（
一
九
四
七
）
芦
屋
郵
便

川
か
ら
独
立
し
て
芦
屋
電
話
肘
と

な
り
、
同
二
十
五
年
に
日
本
電
信

電
話
公
社
、
同
二
十
六
年
に
は
加

入
者
は
人
口
一
○
○
人
当
た
り

六
・
三
八
件
に
増
え
、
全
国
一
と

認
峨
胤
鍵

第40号

邪
圃
圃
Ｄ
癖
け
Ｆ
那
吊
，
航
ｗ
錨
。
Ｉ
』
鰯
脇
諦
唖

1２

平
成
二
十
三
年
十
月
十
六
Ⅱ
（
Ⅱ
）
、
二
十
二
日
（
土
）
、
三
十
、
（
ｕ
）
の

三
Ⅱ
間
、
深
江
の
町
を
知
る
た
め
に
深
江
南
地
区
を
中
心
に
歩
く
イ
ベ
ン
ト

「
関
西
あ
そ
歩
深
江
コ
ー
ス
」
の
案
内
を
行
っ
た
。

「
関
西
あ
そ
歩
」
は
、
阪
神
、
阪
急
、
南
海
の
関
西
私
鉄
三
社
が
そ
の
沿
線

各
地
の
町
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
少
人
数
に
絞
っ
て
実
施
す
る
も
の
で
、
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
載
っ
て
い
な
い
「
町
の
文
化
や
歴
史
」
を
訪
ね
る
有
料
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
。
協
力
団
体
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
、
神

而
伽
、
大
阪
市
や
神
戸
闘
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
な
ど
が
連
ね
て
い
る
。

七
〃
に
事
務
局
か
ら
協
力
要
請
が
あ
り
、
史
料
館
の
提
言
も
あ
っ
て
深
江
塾

で
は
当
該
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
協
力
す
る
こ
と
と
し
た
。
八
月
下
旬
に
主
催

者
の
要
請
に
よ
り
深
江
南
地
区
の
散
策
ポ
イ
ン
ト
を
担
当
者
と
と
も
に
実
地
見

聞
調
査
、
プ
ロ
の
イ
ラ
ス
ト
ラ
イ
タ
ー
が
深
江
の
絵
地
図
を
作
成
し
た
。
十
月

初
旬
に
大
阪
市
で
イ
ベ
ン
ト
講
師
の
研
修
会
や
打
ち
合
わ
せ
に
参
加
し
た
。

コ
ー
ス
は
大
円
神
社
ｌ
本
庄
小
学
校
ｌ
神
戸
大
学
ｌ
両
側
浜
街
道

ｌ
正
寿
寺
ｌ
浜
エ
ビ
ス
神
社
ｌ
太
川
酒
造
迎
賓
館
ｌ
深
江
文
化
村
の

器
ポ
イ
ン
ト
と
し
た
。
コ
ー
ス
散
策
終
了
後
は
神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
内

で
、
地
元
「
道
潅
」
の
酒
を
参
加
者
に
振
る
舞
い
喜
ば
れ
た
。
三
日
間
の
参

加
者
は
三
十
一
名
で
、
大
阪
市
を
は
じ
め
遠
方
か
ら
の
参
加
者
も
少
な
か
ら
ず

あ
っ
た
。

参
加
者
か
ら
得
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
①
ガ
イ
ド
が
熱
心
で
あ
り
好
感

が
持
て
た
②
深
江
文
化
村
を
実
際
に
見
る
こ
と
が
出
来
て
よ
か
っ
た
③
機
会
が

あ
れ
ば
ま
た
参
加
し
た
い
ｌ
な
ど
好
評
だ
っ
た
。
な
お
二
年
Ｈ
も
開
催
す
る
か

ど
う
か
は
未
定
だ
が
、
継
続
を
前
提
と
し
て
い
る
。

（
深
江
塾
森
ｕ
健
二

深
江
の
町
を
知
る
「
関
西
あ
そ
歩
」
実
施
協
力

】
一

■



「
踊
り
松
」
あ
れ
こ
れ
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史
料
館
名
誉
館
焚
杉
浦
昭
典

神
戸
商
船
大
学
に
教
官
と
し
て
勤
務
し
た
私
は
、
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五

八
）
十
二
月
か
ら
昭
和
六
十
三
年
四
月
ま
で
大
学
の
踊
松
宿
舎
に
居
住
し
ま
し

た
。
初
め
は
今
も
な
お
二
棟
が
並
ぶ
鉄
筋
住
宅
の
一
面
に
入
り
ま
し
た
が
、
昭

和
四
十
年
十
二
月
に
一
戸
建
で
新
築
の
木
造
平
屋
の
方
へ
移
り
、
昭
和
六
十
三

年
四
月
ま
で
住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
宿
舎
は
私
の
退
去
後
す
ぐ
に
撤
去
さ
れ

て
今
は
駐
車
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
が
深
江
名
所
「
踊
り
松
」
の
あ
っ
た

場
所
だ
と
知
っ
た
の
は
、
宿
舎
対
面
に
あ
る
養
正
館
敷
地
北
東
隅
の
「
踊
り
松

の
碑
」
建
立
が
決
ま
る
少
し
前
で
し
た
。
私
の
住
む
宿
舎
の
庭
が
、
丁
度
「
伽

り
松
」
の
あ
っ
た
場
所
に
叫
た
る
の
で
石
碑
を
建
て
さ
せ
て
貰
え
な
い
か
と
い

う
打
診
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
あ
ま
り
に
も
唐
突
な
話
な
の
で
考
え
る
余
地
は

な
く
、
あ
っ
さ
り
断
り
ま
し
た
。
深
江
本
町
四
丁
目
の
旧
名
は
深
江
踊
松
町
で

す
。
元
の
字
名
、
後
の
町
名
が
「
踊
り
松
一
に
由
来
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
神
戸
大
学
海
事
科
学
部
束
門
か
ら
、
踊
松
宿
舎
と
養
正
館
の
間
を
北

へ
延
び
て
、
国
道
四
三
号
線
と
国
道
二
号
線
と
を
結
ぶ
広
い
道
路
を
旧
称
で
は

商
船
学
校
線
と
い
い
ま
し
た
。
昭
和
十
二
（
一
九
三
二
）
年
三
月
、
皇
族
で
あ

る
海
軍
軍
令
部
総
長
伏
見
宮
博
恭
王
の
神
戸
高
等
商
船
学
校
視
察
に
合
わ
せ
て

整
備
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
踊
松
宿
舎
敷
地
と
養
正
館
敷
地
の
北
限
を
結
ぶ
線
と

商
船
学
校
線
と
の
交
差
点
に
、
当
時
は
神
戸
高
等
商
船
学
校
の
正
門
が
あ
り
、

真
っ
す
ぐ
阪
神
国
道
に
つ
な
が
る
道
路
が
造
成
さ
れ
ま
し
た
。
国
道
四
三
号
線

は
、
昔
の
神
戸
高
等
商
船
学
校
の
校
地
を
東
西
に
横
断
し
て
出
来
て
い
ま
す
。

「
踊
り
松
」
は
神
戸
高
等
商
船
学
校
構
内
の
北
東
隅
付
近
に
あ
り
ま
し
た
が
、

川
崎
商
船
学
校
創
立
以
前
の
大
正
初
期
、
か
な
り
老
朽
化
し
て
お
り
、
大
正
末

期
に
は
既
に
一
部
が
枯
死
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
商
船
学
校
の
構
内
に
取
り

込
ま
れ
て
も
地
元
か
ら
苦
情
の
出
な
か
っ
た
の
は
そ
の
せ
い
で
は
な
か
っ
た
か

と
思
い
ま
す
。

大
日
霊
神
社
境
内
、
生
活
文
化
史
料
館
の
西
側
に
祁
ら
れ
て
い
る
稲
荷
洞
は
、

「
踊
り
松
」
の
根
元
に
あ
っ
て
通
称
「
踊
り
松
稲
荷
」
と
呼
ば
れ
た
洞
を
大
正

元
（
一
九
一
二
）
年
に
移
し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
代
わ
り
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
正
七
年
に
私
立
川
崎
商
船
学
校
が
設
立
さ
れ
た
時
、

設
置
者
の
川
崎
家
が
讃
岐
の
金
刀
比
羅
宮
か
ら
勧
請
し
た
分
祁
を
学
校
の
守
護

神
と
し
て
「
踊
り
松
」
の
根
元
に
祁
り
ま
し
た
。
大
正
九
年
、
川
崎
商
船
学
校

は
廃
校
に
な
っ
て
官
立
神
戸
高
等
商
船
学
校
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
「
踊
り

松
」
の
金
刀
比
羅
宮
は
そ
の
ま
ま
同
校
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
昭
和
十
年
に

は
、
そ
れ
ま
で
小
さ
い
洞
だ
っ
た
社
殿
を
拡
大
改
築
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に

玉
垣
を
め
ぐ
ら
し
て
植
樹
し
、
相
応
の
鳥
勝
が
建
つ
こ
と
に
よ
り
森
厳
の
度
を

増
し
た
と
い
い
ま
す
。
た
だ
「
踊
り
松
」
は
枯
木
同
然
で
、
辛
う
じ
て
そ
の
形

を
止
め
る
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

昭
和
二
十
年
四
月
、
校
地
を
海
技
専
門
学
院
（
現
在
芦
屋
市
に
あ
る
海
技
大

学
校
の
前
身
）
に
譲
っ
た
神
戸
高
等
商
船
学
校
は
、
東
京
、
清
水
の
両
高
等
商

船
学
校
と
合
併
し
、
静
岡
県
清
水
市
へ
移
っ
て
校
名
も
国
内
唯
一
の
「
商
等
商

船
学
校
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。
同
年
五
〃
と
八
月
の
空
襲
で
海
技
専
門
学
院
の

施
設
は
ほ
と
ん
ど
壊
滅
に
近
い
状
態
に
な
り
ま
し
た
が
「
踊
り
松
」
と
金
刀
比

羅
宮
に
直
接
の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
終
戦
後
間
も
な
く
、
進

駐
軍
の
通
達
に
よ
り
、
国
公
立
の
学
校
内
に
お
け
る
神
社
の
奉
斎
が
禁
止
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
金
刀
比
羅
宮
の
ご
神
体
は
讃
岐
の
本
宮
へ
奉
還
さ
れ
、
社
殿
そ

の
他
一
切
が
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
点
で
「
踊
り
松
」
も
完
全
に
枯
れ
果

て
て
消
滅
し
、
整
地
後
は
全
く
跡
形
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

第40号
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▲新Webサイト。枠線部にブロ

グの見出しが表示される。

史
料
館
で
は
、
二
○
一
一
年
度
に
情
報
通
信
に
関
す
る
施
策
（
Ｉ
Ｔ
施
策
）

を
い
く
つ
か
実
施
し
た
。
そ
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
今
後
の
取
る

べ
き
方
向
を
考
え
た
い
。
な
お
過
去
に
『
生
活
文
化
史
」
（
以
下
、
史
料
館
だ

よ
り
）
の
通
子
化
を
行
い
、
当
館
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
て
公
開
し
て
い
る
。
詳
細

は
『
史
料
館
だ
よ
り
』
三
八
号
と
三
九
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。

今
回
の
施
策
効
果
の
方
向
と
し
て
外
部
向
け
と
内
部
向
け
に
分
け
ら
れ
る
。

外
部
向
け
の
効
果
と
は
、
例
え
ば
一
般
利
用
渚
が
史
料
館
の
情
報
を
入
手
し
や

す
く
な
っ
た
な
ど
で
あ
る
。
内
部
向
け
と
は
、
館
内
の
業
務
が
効
率
化
さ
れ
た

な
ど
で
あ
る
。

■
一
、
外
部
向
け
施
策
ｌ
情
報
発
信
力
の
強
化
ｌ

一
般
利
用
者
向
け
の
情
報
発
信
を
強
化
す
る
た
め
に
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
更

改
し
た
。
当
館
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
は
二
○
○
六
年
七
月
に
公
開
さ
れ
、
館
の
慨

に
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
更

月
に
公
開
さ
れ
、
館
の
概

要
、
住
所
や
刊
行
物
の
一

覧
な
ど
の
基
本
的
な
情
報

を
掲
載
し
、
広
報
の
役
割

を
担
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

昨
今
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
情
報
発
信
の
効
果
を

鑑
み
て
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の

コ
ン
テ
ン
ッ
の
充
実
こ
そ

が
情
報
発
信
力
の
強
化
に

1４
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ｌ
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
更
改
と
Ｏ
Ａ
環
境
の
整
備
ｌ

史
料
館
研
究
典
高
田
祐

匡一

一
一
一
一
一
一
一
一
一

つ
な
が
る
と
判
断
し
た
。
コ
ン
テ
ン
ッ
を
増
や
す
た
め
に
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
デ

ザ
イ
ン
や
碓
造
の
作
り
直
し
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
更
改
し
た
。
そ
し
て
噸
や

し
た
コ
ン
テ
ン
ッ
は
主
に
二
点
で
あ
る
。

一
点
Ⅲ
は
ブ
ロ
グ
を
開
設
し
た
。
Ⅱ
的
は
タ
イ
ム
リ
ー
に
情
報
発
信
で
き
る

こ
と
と
、
動
的
・
時
限
性
の
あ
る
情
報
の
切
り
離
し
で
あ
る
。
タ
イ
ム
リ
ー
に

情
報
発
信
で
き
る
と
は
誰
で
も
簡
単
に
更
新
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
一
般
の
ブ

ロ
グ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
の
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
さ
え
あ
れ
ば
携

帯
電
話
か
ら
で
も
手
軽
に
更
新
で
き
る
。
動
的
・
時
限
性
の
あ
る
情
報
と
は
、

閉
館
日
の
広
報
や
展
示
替
え
な
ど
の
情
報
は
、
鮮
度
が
決
ま
っ
て
お
り
役
割
が

終
え
れ
ば
不
要
な
情
報
で
あ
る
。
本
体
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
と
、
不

要
な
情
報
を
消
す
手
間
が
そ
の
都
度
生
じ
る
。
そ
の
た
め
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
は

更
新
頻
度
が
低
い
静
的
な
コ
ン
テ
ン
ッ
を
褐
戦
し
、
更
新
頻
度
が
問
く
鮮
度
が

決
ま
っ
て
い
る
コ
ン
テ
ン
ッ
を
ブ
ロ
グ
に
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
場
所
を
分

離
し
た
。
た
だ
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
見
れ
ば
ブ
ロ
グ
の
記
事
の
見
出
し
を
確

認
で
き
る
よ
う
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
見
出
し
を
表
示
で
き
る
よ
う
に
連
携
し
た
。

ま
た
「
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
史
料
館
だ
よ
り
」
と
い
う
企
画
で
記
事
を
ブ
ロ
グ
に
掲

載
し
て
い
る
。
過
去
の
史
料
館
だ
よ
り
の
成
果
を
還
元
す
る
た
め
に
、
月
に
一

度
過
去
の
報
告
を
掲
載
し
て
い
る
。
ブ
ロ
グ
来
訪
者
に
意
識
し
て
い
な
か
っ
た

巳

＝酒凹Ｆ呼舞ユ■Ｆ昨官、■艮巳丘巽
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テ
ー
マ
に
興
味
を
も
っ
て

神
示
区
展
も
ら
う
き
っ
か
け
と
し
て

執
鋤
取
り
組
ん
で
い
る
。

市
斗

二
点
目
は
、
出
版
物
の

拝
識
風
目
次
の
追
加
で
あ
る
。
当

鎚
対
幸

こ
活
鉱
館
が
ど
の
よ
う
な
刊
行
物

ｒ
‐
生
ど
を
発
行
し
て
い
る
か
広
報

グ
江
な

口
深
え
す
る
た
め
に
目
次
を
追
加

ブ
戸
替
し
た
。
『
本
庄
村
史
』
の

△
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何
次
や
史
料
編
の
史
料
の
一
覧
を
掲
載
し
た
。

以
上
の
施
策
に
よ
り
一
定
の
効
果
が
見
ら
れ
た
。
定
量
的
な
効
果
と
し
て
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
訪
問
数
が
増
加
し
た
。
更
改
前
の
二
○
○
六
年
七
月
か
ら
二
○

一
一
年
四
月
二
○
日
で
五
○
二
七
訪
問
（
ユ
ー
ザ
ー
が
開
始
し
た
ユ
ニ
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
数
）
あ
り
、
一
日
平
均
二
・
九
訪
問
。
新
サ
イ
ト
で
は
二
○
一

一
年
四
月
一
一
一
日
か
ら
二
○
一
二
年
一
一
月
一
三
日
で
二
二
六
六
訪
問
あ
り
一
日

平
均
七
・
六
訪
問
。
ブ
ロ
グ
は
二
○
一
一
年
二
月
六
日
か
ら
二
○
一
二
年
二
月

一
三
日
で
七
四
八
九
訪
問
で
一
Ⅱ
平
均
二
○
・
一
訪
問
。
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
み

で
約
二
・
六
倍
に
な
っ
た
。
定
性
的
な
効
果
と
し
て
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
見
て
来

館
し
、
刊
行
物
を
求
め
る
人
が
出
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

■
二
、
内
部
向
け
施
策
ｌ
災
害
へ
の
備
え
ｌ

当
館
内
部
向
け
に
三
つ
の
施
策
を
実
施
し
た
。
こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
り
災
害

へ
の
備
え
と
館
内
業
務
の
効
率
化
を
目
指
し
た
。

一
つ
目
は
館
内
Ｐ
Ｃ
の
性
能
向
上
で
あ
る
。
メ
モ
リ
を
追
加
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
延
長
し
た
。
Ｐ
Ｃ
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
は
Ｏ
Ｓ
の
サ
ポ
ー

ト
提
供
期
間
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
当
面
は
Ｐ
Ｃ
の

新
規
購
入
よ
り
ハ
ー
ド
を
増
強
す
る
方
が
コ
ス
ト
的
に
有
利
と
判
断
し
た
。
増

強
に
よ
り
Ｐ
Ｃ
の
起
動
時
間
や
ソ
フ
ト
の
処
理
が
早
く
な
り
、
執
務
環
境
が
快

適
に
な
っ
た
。

二
つ
目
は
、
館
内
の
Ｏ
Ａ
環
境
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
で
あ
る
。
Ｐ
Ｃ
・
プ
リ

ン
タ
ー
・
ス
キ
ャ
ナ
ー
・
Ｎ
Ａ
Ｓ
と
複
合
機
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
接
続
し
た
。

そ
の
た
め
い
ず
れ
か
の
機
器
が
故
障
し
て
も
他
の
機
器
に
て
代
替
可
能
と
な
っ

た
。
複
合
機
と
も
接
続
し
た
こ
と
に
よ
り
、
プ
リ
ン
タ
ー
か
ら
出
力
し
た
も
の

を
複
合
機
で
コ
ピ
ー
す
る
と
い
っ
た
手
間
が
省
け
、
省
力
化
に
つ
な
が
っ
た
。

ま
た
Ｎ
Ａ
Ｓ
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
電
子
フ
ァ
イ
ル
の
共
有
化
と
一
元
管
理

を
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
と
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
し
て
使
川

す
る
ス
ト
レ
ー
ジ
で
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｄ
機
能
も
備
え
る
。
そ
の
た
め
同
じ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
内
な
ら
Ｎ
Ａ
Ｓ
内
の
フ
ァ
イ
ル
を
ど
の
Ｐ
Ｃ
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
さ

ら
に
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｄ
機
能
に
よ
っ
て
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
を
冗
長
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
耐
障
害
性
の
向
上
を
実
現
で
き
る
た
め
、
機
器
自
体
の
ハ
ー
ド
障
害
に
も
対

応
で
き
る
。
こ
の
Ｎ
Ａ
Ｓ
に
よ
っ
て
フ
ァ
イ
ル
を
一
元
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
車
輪
の
再
発
明
」
の
よ
う
な
資
料
作
成
は
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら

に
従
来
で
は
各
Ｐ
Ｃ
内
に
そ
れ
ぞ
れ
写
真
な
ど
が
保
存
さ
れ
て
い
た
た
め
、
ど

れ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
守
っ
て
い
く
べ
き
か
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。
し
か

し
一
元
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
対
象
を
明
確
に
で
き
る
よ
う

な
っ
た
。

三
つ
目
は
、
デ
ー
タ
保
存
プ
ロ
セ
ス
の
導
入
で
あ
る
。
二
○
一
一
年
の
東
ｕ

本
大
震
災
の
よ
う
に
建
物
自
体
が
重
大
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
り
、
も
し
く
は

消
失
し
た
場
合
、
館
内
の
電
子
デ
ー
タ
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め

災
害
復
旧
の
た
め
に
電
子
デ
ー
タ
の
遠
隔
地
保
管
を
始
め
た
。
機
器
自
体
の
故

障
に
は
Ｎ
Ａ
Ｓ
で
対
応
し
、
災
害
の
備
え
と
し
て
遠
隔
地
保
管
で
対
応
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
勉
子
デ
ー
タ
を
確
実
に
守
る
体
制
で
あ
る
。

■
三
、
お
わ
り
に

二
○
一
一
年
度
の
施
策
に
よ
っ
て
史
料
館
の
Ｉ
Ｔ
環
境
の
土
台
を
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
両
面
で
整
備
で
き
た
。
今
後
は
こ
の
土
台
に
何
を
築
い
て
い
く
か
が
本

質
的
な
問
題
に
な
ろ
う
。
梅
悼
忠
夫
は
博
物
館
も
情
報
産
業
と
み
な
し
た
。

「
発
見
さ
れ
た
研
究
成
果
を
編
集
し
て
情
報
を
発
信
す
る
手
段
が
、
学
術
論
文

で
あ
り
展
示
で
も
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
民
博
は
情
報
を
発
信
す
る
情
報
産
業
に

他
な
ら
な
い
」
（
『
月
刊
み
ん
ば
く
」
二
○
一
一
年
三
月
号
、
国
立
民
族
学
博
物

館
）
と
い
う
。
ま
た
大
阪
市
立
自
然
史
博
物
館
で
は
ブ
ロ
グ
の
情
報
が
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
、
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
、
外
部
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
へ
と
二
次
利
用
さ
れ
て

い
く
（
佐
久
間
大
輔
「
博
物
館
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｉ
学
術
情
報
発
信
の
現
状

を
中
心
に
」
『
博
物
館
研
究
」
第
四
六
巻
第
一
号
、
二
○
一
一
年
一
月
）
。
図
書

館
界
な
ど
で
は
、
「
情
報
食
物
連
鎖
」
と
い
う
現
象
ま
で
見
ら
れ
る
。
今
後
は

当
館
と
し
て
何
の
怖
報
を
発
信
す
べ
き
か
、
何
が
で
き
る
の
か
、
先
行
事
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

第40号
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区
管
理
会
の
志
井
保
治
会
長
が
、

出
席
者
へ
の
謝
辞
を
述
べ
ら
れ

た
。
続
い
て
、
来
賓
を
代
表
し

て
、
神
戸
市
東
灘
区
の
浜
田
有

司
副
区
長
と
国
立
民
族
学
博
物

館
の
近
藤
雅
樹
教
授
の
お
二
人

か
ら
、
お
祝
い
の
言
葉
を
頂
戴

し
た
。

こ
う
し
た
冊
頭
の
セ
レ
モ
ニ
ー

の
後
、
初
代
館
艮
の
圃
川
学
閲

女
子
大
学
名
祥
教
授
・
川
辺
反

人
先
生
が
、
「
浦
盛
か
ら
Ｌ
Ｐ

レ
コ
ー
ド
ま
で
ｌ
多
彩
な
神

者
の
増
加
の
た
め
、
現
在
の
館

史
料
館
の
創
立
三
○
周
年
を
記

念
し
て
、
二
○
一
一
年
十
二
月

十
一
日
、
深
江
会
館
三
階
に
お

い
て
、
記
念
の
つ
ど
い
が
開
催

さ
れ
、
五
○
名
を
越
す
多
く
の

関
係
若
が
集
ま
っ
て
、
史
料
館

三
○
周
年
を
祝
っ
た
。

記
念
の
つ
ど
い
は
、
道
谷
卓

副
館
長
の
司
会
に
よ
り
、
一
時

半
か
ら
ス
タ
ー
ト
、
最
初
に
大

国
正
美
館
長
か
ら
、
史
料
館
三

○
年
の
軌
跡
と
今
後
の
展
望
を

中
心
に
開
会
の
挨
拶
を
お
こ
な

い
、
設
慨
者
で
あ
る
深
江
財
産

神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
は
、
一
九
八
一
年
（
昭
和
五
十
六
）
二
月
二
十

一
Ⅱ
に
、
「
神
亦
・
深
江
会
館
生
活
文
化
史
料
室
」
と
し
て
発
足
以
来
、
二
○

一
一
年
（
平
成
二
卜
三
）
で
三
○
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
史
料
館
は
、

も
と
も
と
、
『
本
庄
村
史
』
を
細
蕊
す
る
過
程
で
収
集
し
た
盗
料
を
収
蔵
・
保

存
・
展
示
す
る
た
め
に
、
深
江
財
産
区
が
設
侭
し
た
も
の
で
、
発
足
二
年
後
の

一
九
八
三
年
（
昭
和
五
十
八
）
十
月
三
十
日
に
は
、
収
蔵
資
料
の
急
増
や
来
館

者
の
増
加
の
た
め
、
現
在
の
館
名
と
な
っ
て
拡
張
オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
う
し
た

－１６－

▲ますます磨きのかかる田辺節に聞き入る懐かしい顔ぶれ

神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館

創
立
三
○
周
年
記
念
の
つ
ど
い響

誤
△講演する田辺初代館長とサポートする司会の道谷副館長

史
料
館
副
館
艮
道
谷
卓

需
一
、
畷
》

第40号

戸
の
歴
史
と
深
江
ｌ
」
と
題

し
て
、
記
念
講
演
を
行
っ
た
。
史
料
館
創
設
の
頃
で
あ
る
三
○
年
前
は
、
生
活

文
化
史
と
い
う
概
念
が
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
五
○
年
ほ
ど
の
間
の

日
本
の
劇
的
な
変
化
に
関
し
て
、
集
合
住
宅
の
間
取
り
の
変
遷
や
死
を
迎
え
る

場
所
の
変
化
な
ど
を
例
に
具
体
的
に
話
さ
れ
、
こ
の
五
○
年
は
川
本
の
歴
史
の

変
化
の
ｋ
で
も
将
飛
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
示
さ
れ
、
史
料
館
が
果
た
し
て
き

た
役
割
を
強
訓
し
た
。
か
っ
て
、
友
の
会
の
行
撫
征
に
川
辺
先
生
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
話
を
聞
い
て
き
た
経
験
を
持
つ
出
席
者
も
多
く
、
久
々
に
聞
く
川
辺
節
に
、

参
加
者
は
感
無
製
と
言
っ
た
感
じ
で
あ
っ
た
。

講
演
後
、
懇
親
会
の
準
備
の
時
間
を
利
用
し
て
、
こ
の
度
の
創
設
三
○
周
年

に
ち
な
み
、
史
料
館
で
は
こ
れ
ま
で
集
め
た
写
真
を
も
と
に
、
大
国
館
長
と
高

田
祐
一
研
究
員
の
力
作
で
あ
る
「
写
真
で
た
ど
る
ふ
る
さ
と
深
江
」
と
い
う
電

子
ブ
ッ
ク
を
発
行
、
こ
の
利
用
方
法
が
説
明
さ
れ
た
。

こ
の
後
、
会
は
懇
親
会
へ
と
移
り
、
般
初
に
、
第
二
代
館
長
で
神
戸
商
船
大

＃風



キ
レ
ィ
な
写
真
を
閲
覧
で
き
る
。
紙
印
刷
よ
り

尚
粘
度
で
表
示
で
き
る
。
②
劣
化
が
な
い
。
紙

印
刷
の
場
合
、
劣
化
は
免
れ
な
い
が
、
デ
ジ
タ

ル
だ
と
劣
化
が
な
い
、
低
コ
ス
ト
で
あ
る
。

紙
の
印
刷
饗
用
は
不
要
で
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
を
必
要
に

応
じ
て
仕
入
れ
れ
ば
よ
い
の
で
、
無
駄
（
在
庫

リ
ス
ク
）
が
な
い
。
④
制
作
に
手
間
が
か
か
ら

な
い
。
紙
印
刷
の
場
合
、
入
稿
前
に
何
度
も
修

正
を
お
こ
な
う
た
め
、
手
間
が
か
か
る
が
、
デ

ジ
タ
ル
の
場
合
は
、
簡
単
に
修
正
で
き
る
。
デ

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
技
術
が
陳
腐
化
し
、
電
子

普
繕
が
稼
働
し
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

で
あ
る
。

生活文化史 2０１２．３．３１

三
○
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
明
治
か
ら
現
代
ま
で
深
江
に
関
す
る
写
真
約

二
○
○
枚
を
整
理
し
、
「
写
真
で
た
ど
る
ふ
る
さ
と
深
江
」
を
制
作
し
た
。
電

子
版
は
Ｕ
Ｓ
Ｂ
付
き
で
七
○
○
円
。
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
で
な
い
方
の
た
め
に

紙
印
刷
版
を
四
○
○
円
で
配
布
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
『
本
庄
村
史
』
や
『
生

活
文
化
史
』
で
公
開
し
た
も
の
の
集
大
成
だ
け
で
な
く
、
地
元
「
深
江
塾
」
の

み
な
さ
ん
の
協
力
で
新
出
資
料
も
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
章
立
て
は
、
航

空
写
真
・
海
辺
の
景
観
・
高
橋
川
・
駅
と
道
・
学
び
舎
な
ど
地
元
に
密
着
し
た

二
○
章
立
て
で
あ
る
。
今
回
、
電
子
書
籍
と
し
た
理
由
は
い
く
つ
か
あ
る
。
①

学
名
誉
教
授
の
杉
浦
昭
典
名
誉
館
長
が
乾
杯
の
音
頭
を
と
り
、
出
席
者
一
同
が
、

し
ば
し
和
や
か
に
歓
談
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、

懐
か
し
い
話
が
聞
か
れ
、
そ
の
中
に
は
、
震
災
の
影
響
で
解
散
し
た
史
料
館
の

後
援
組
織
・
友
の
会
の
会
員
番
号
一
番
の
手
島
司
氏
の
懐
か
し
い
顔
も
あ
っ
た
。

歓
談
の
途
中
、
そ
の
友
の
会
を
支
え
て
く
れ
た
、
幹
事
の
佐
野
末
夫
、
寺
岡
一

夫
、
門
前
喜
康
の
三
氏
に
登
壇
い
た
だ
き
、
懐
か
し
い
友
の
会
行
事
な
ど
当
時

の
感
想
を
お
話
し
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
、
天
田
豊
子
、
川
口
さ
つ
き
の
歴
代

事
務
局
主
事
を
は
じ
め
、
か
つ
て
の
史
料
館
の
メ
ン
バ
ー
に
も
登
壇
し
て
も
ら

い
、
一
言
ず
つ
近
況
報
告
を
し
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
史
料
館
で
は
近
時
、
地

元
の
身
近
な
歴
史
を
見
直
そ
う
と
地
域
住
民
が
自
発
的
に
立
ち
上
げ
た
組
織

「
深
江
塾
」
と
連
携
し
て
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
を
代
表
し
森

口
健
一
氏
が
史
料
館
と
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
で
地
域
と
史
料
館
の
つ
な
が
り

を
強
化
し
、
史
料
館
の
活
動
を
助
け
て
い
き
た
い
と
話
さ
れ
た
。

駁
後
に
、
深
江
で
江
戸
時
代

か
ら
医
師
を
続
け
て
こ
ら
れ
、

開
設
当
初
に
史
料
館
の
収
蔵
盗

料
の
大
部
分
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
い
た
深
山
家
の
上
代
目
当
主

で
深
江
財
産
区
管
理
会
委
員
の

深
山
鉄
平
氏
か
ら
、
閉
会
の
あ

い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、
三
○

周
年
の
つ
ど
い
は
無
事
終
了
と

な
っ
た
。

△電子書籍写真に解説付き。

Ｑ〒一

第40号

冨爵 翌

－．１

患畠
画
一
一
一
鴫

1７

グ
ロ
ー
．
１
１

鐸
》
禄

▼剤

一
一

△史料館と歩む新たなパートナー「深江塾」の面々

美

高水大

0t涙重ar壷霊夕｡>企叫低

呈

里

IＨＩ

電
子
書
籍
「
写
真
で
た
ど
る
ふ
る
さ
と
深
江
」
の
発
刊

史
料
館
館
艮

史
料
航
研
究
Ⅱ

、逆ﾂ01:I『l墾全

＃

祐Ｔ－１Ｅ

稲

堺rfで危どるぷるさと要Ⅲ

撰綴鱗鱗j鱗MiI；蝿溺



の
整
理
の
体
験
を
し
て
も

ら
っ
た
。

二
Ⅱ
Ⅱ
は
前
Ｈ
の
感
想
を
話
し
合
っ
た
後
、
展
示
の
体
験
を
し
て
も
ら
う
こ

と
に
な
っ
た
。
史
料
館
に
は
、
季
節
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ま

で
展
示
し
て
あ
っ
た
五
月
人
形
の
片
付
け
か
ら
始
め
た
。
史
料
館
の
五
月
人
形

は
か
な
り
老
朽
化
し
て
い
る
の
で
二
人
と
も
か
な
り
気
を
使
っ
て
細
心
に
取
り

扱
っ
て
く
れ
た
。
今
回
の
展
示
テ
ー
マ
は
「
奥
の
風
物
詩
」
で
あ
る
。
手
回
し

の
カ
キ
氷
機
、
氷
嚢
、
虫
取
り
龍
、
夏
用
飯
概
な
ど
収
蔵
資
料
か
ら
好
き
な
も

の
を
選
ん
で
、
ｎ
川
な
発
想
で
展
示
し
、
二
人
の
「
夏
の
風
物
詩
」
を
作
っ
た
。

そ
の
あ
と
は
、
市
民
グ
ラ
フ
の
Ⅱ
録
を
エ
ク
セ
ル
で
完
成
さ
せ
、
『
史
料
館
だ

よ
り
」
を
封
筒
詰
め
し
て
郵
送
す
る
準
備
を
し
た
。
山
川
さ
ん
は
、
封
筒
詰
め

の
よ
う
な
事
務
的
な
作
業
が
楽
し
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

二
日
間
の
体
験
を
終
え
、
最
後
に
二
人
の
感
想
文
を
紹
介
し
た
い
・

山
田
さ
ん
は
「
私
が
と
く
に
か
っ
こ
い
い
な
と
思
っ
た
の
が
、
二
眼
レ
フ
力

生活文化史 2０１２．３．３１

－１８－

が
好
き
で
、
事
業
所

と
し
て
選
ん
だ
そ
う

で
あ
る
。
中
南
さ
ん

は
、
特
殊
技
術
部
に

屈
し
て
い
て
普
段
は

パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
扱
っ

て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

昨
今
の
博
物
館
の
作

業
で
は
、
パ
ソ
コ
ン

は
欠
か
せ
な
い
の
で
、

技
術
を
生
か
せ
る
場

面
も
あ
り
そ
う
だ
。

ま
た
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
の
活
動
な
ど
で
深

江
会
館
を
使
用
す
る

こ
と
も
た
び
た
び
あ

二
○
一
一
年
の
ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
で
は
六
月
九
、
、
十
ｎ
の
二
Ⅱ
間
、

本
庄
中
学
校
の
二
年
生
を
受
け
入
れ
た
。
今
川
は
、
山
田
琉
加
さ
ん
と
巾
南
贋

流
さ
ん
の
二
人
が
参
加
し
た
。
山
川
さ
ん
は
、
放
送
部
に
所
属
し
ア
ナ
ウ
ン
ス

技
術
を
磨
い
て
い
る
。
趣
味
は
読
書
だ
そ
う
だ
。
小
学
校
三
年
生
の
時
に
、
団

体
見
学
で
史
料
館
を
見
学
し
た
の
を
覚
え
て
い
て
、
そ
の
時
の
レ
ト
ロ
な
印
象

▲『生活文化史』を郵送するため封筒詰め作業に

も熱心に取り組んだ

ト
ラ
イ
や
る
。
ウ
ィ
ー
ク
と
史
料
館

ｌ
歪
中
学
校
の
生
徒
を
受
け
入
れ
て
ｌ

史
料
館
研
究
貝
水
口
千
里

魁塞竪

鼠
”

燕＃
夫

り
、
そ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
こ
め
て
臨
み
た
い
と
の

こ
と
だ
っ
た
。

一
日
目
午
前
中
は
、
史

料
館
内
の
展
示
資
料
を
み

て
、
資
料
の
種
類
や
使
用

方
法
を
理
解
し
て
も
ら
っ

た
。
ま
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
川
い

て
民
俗
盗
料
の
盤
叩
の
基

礎
に
つ
い
て
学
習
し
て
も

ら
っ
た
。
午
後
か
ら
は
、

目
録
作
成
の
下
準
備
で
市

民
グ
ラ
フ
の
『
神
戸
』

ﾛ勺｡ママ

ニ

Ｉ
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△所蔵資料から好きなものを選んで展示した中南君と山

田さんの「夏の風物詩」
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本
庄
小
学
校
歴
史
写
真
展
の
開
催

第40号 2０１２．３．３１

琴登当

一一一字

メ
ラ
で
、
（
中
略
）
二
日
目
は
、
い
っ
ぱ
い
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
私
は
ほ
と

ん
ど
初
め
て
カ
メ
ラ
を
使
っ
た
の
で
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
（
後
略
）
」

と
特
に
カ
メ
ラ
に
興
味
を
持
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

中
南
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
の
史
料
館
の
イ
メ
ー
ジ
は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
置

い
て
あ
る
だ
け
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
今
回
の
ト
ラ
イ
や
る

で
展
示
し
て
あ
る
も
の
の
災
重
さ
と
が
良
く
分
か
っ
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
盗

料
を
に
つ
い
て
く
わ
し
く
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
季
節
の
コ
ー
ナ
ー
の
配
侭
を

き
め
た
り
、
占
い
神
物
を
読
ん
だ
り
と
、
蛍
重
な
経
験
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
。
将
来
は
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
こ
う
い
う
専
門
的
な
仕
事
を
知
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
（
一
部
編
集
）
」

二
人
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
館
員
一
同
願
っ
て
い
る
。

1９

蘭Ｓ一一一

生活文化史

△昭和36年、学校上空から海岸を望む。砂

浜が広がっている

（いずれも森口健一氏収集）

▲小学校の前で銃を構える兵士。戦争は学校生活に

も影を落とした。

平
成
二
十
三
年
卜
一
月
二

卜
六
、
二
卜
七
の
Ⅲ
Ｈ
（
士
、

Ⅱ
）
の
・
・
Ⅱ
間
に
わ
た
っ
て
、

深
江
南
町
一
一
・
Ｊ
Ⅱ
の
深
江
南

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
二
階
で

本
庄
小
学
校
の
歴
史
写
真
腿

を
開
催
し
た
。
主
催
は
深
江

塾
、
協
力
協
賛
と
し
て
本
庄

小
学
校
と
深
江
生
活
文
化
史

料
館
及
び
深
江
南
ふ
れ
あ
い

の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
。

写
真
展
は
、
地
域
の
人
た

ち
に
伝
統
あ
る
本
庄
小
学
校

の
歴
史
を
知
っ
て
も
ら
い
、
学
校
を
好
き
に
な
る
と
同
時
に
誇
り
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
、
さ
ら
に
深
江
塾
の
活
動
や
そ
の
意
義
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
開
催
。
展
示
物
の
数
は
写
真
及
び
昭
和
三
十
年
代
の
昭
和
風
物
詩
の
イ
ラ

ス
ト
な
ど
お
よ
そ
五
十
点
。
写
真
は
本
庄
小
学
校
の
協
力
を
得
て
、
ア
ル
バ
ム

約
四
十
冊
、
写
真
数
百
点
を
借
り
、
神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
の
支
援
と
助

言
を
得
て
説
明
文
を
作
成
し
た
。

二
日
間
の
見
学
群
は
約
而
籍
。
深
江
塾
の
メ
ン
バ
ー
は
来
場
群
に
対
す
る
解

説
を
行
う
と
と
も
に
、
感
想
を
聞
き
取
り
し
た
。
感
想
で
は
「
解
説
文
が
簡
潔

で
よ
く
分
か
っ
た
」
「
賓
料
の
数
と
内
容
か
ら
調
査
の
努
力
が
う
か
が
え
る
」

「
期
間
は
も
っ
と
長
く
か
つ
定
期
的
に
実
施
す
べ
き
」
な
ど
好
感
を
持
っ
た
感

想
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
ま
た
「
卒
業
生
へ
の
広
報
に
力
を
入
れ
る
べ
き
」

「
地
域
へ
の
広
報
が
不
足
」
「
場
所
は
深
江
会
館
に
し
た
ら
ど
う
か
」
な
ど
の

提
案
も
頂
い
た
。
同
時
に
会
場
に
簡
素
な
花
な
ど
を
置
い
て
細
や
か
な
配
慮
を

し
た
こ
と
も
好
評
を
よ
ん
だ
。
（
深
江
塾
森
口
健
二
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八
二
○
一
二
年
Ｖ

１
〃
恥
Ⅱ
六
叩
ア
イ
ラ
ン
ド
小
学
校
三
年
生
（
見
学
者

１
Ｎ
⑬
Ⅱ
稗
川
小
学
校
三
年
生
（
見
学
者

本
川
南
小
学
校
三
年
生
（
見
学
者

１
月
加
川
福
池
小
学
校
三
年
生
（
見
学
者

１
月
羽
Ⅱ
本
川
第
三
小
学
校
三
年
生
（
見
学
者

１
月
型
日
本
山
第
一
小
学
校
三
年
生
（
見
学
者

西
灘
小
学
校
三
年
生
（
見
学
者

１
月
妬
日
本
川
第
一
小
学
校
三
年
生
（
見
学
者

本
山
南
小
学
校
三
年
生
（
見
学
者

１
月
”
日
魚
崎
小
学
校
三
年
生
（
見
学
者

１
月
釦
日
東
灘
小
学
校
三
年
生
（
見
学
者

二
○
一
一
年
四
月
以
降

八
二
○
一
一
年
Ｖ

５
月
弱
日
甲
南
大
学
文
学
部
（
見
学
者
三
二
名
）

６
月
９
日
／
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
・
本
庄
中
学
校
二
年
生
二
名
を
受
け

皿
日
入
れ
、
二
日
間
史
料
館
業
務
の
体
験

７
月
９
日
神
戸
新
聞
文
化
セ
ン
タ
ー

（
見
学
者
三
○
名
）

７
月
晦
日
東
灘
区
役
所
職
員
研
修
（
見
学
者
一
六
名
）

皿
月
皿
日
六
甲
小
学
校
三
年
生
（
見
学
者
六
九
名
）

叩
月
恥
日
深
江
あ
そ
歩
ま
ち
歩
き
①
（
参
加
者
一
三
名
）

ｎ
月
〃
Ⅱ
深
江
あ
そ
歩
ま
ち
歩
き
②
（
参
加
者
五
名
）

Ⅲ
月
釦
Ⅱ
深
江
あ
そ
歩
ま
ち
歩
き
③
（
参
加
者
一
三
名
）

ｕ
月
加
Ⅱ
／
深
江
塾
「
本
庄
小
学
校
写
真
展
」
（
パ
ネ
ル
作
成
協
力
）

”
Ｈ

皿
月
皿
Ⅲ
史
料
館
創
設
鋤
周
年
記
念
の
つ
ど
い
（
参
加
者
五
二
名
）

史
料
館
日
誌
抄

史
料
館
副
館
長
道
谷
卓

三
年
生

三
年
生

三
年
生

三
年
生

三
年
生

三
年
生

三
年
生

三
年
生

三
年
生

三
年
生

兇兇兇兇見兇見見見見
学学学学学学学学学学
群老若若者者者者者者

（
敬
称
略
．
二
○
｜
一
年
分
）

第40号

一きなてと

鱗難璽l；
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はまが七写祐
史り、○典作
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へ館し江’'１通一
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同で。のも．!'}：
ーごり｜みし締
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月月月月月月月月月月
９２８１４１３１０７６３２３１
１二１日’１Ⅱ日日日日日日

資
料
寄
贈
者
ご
芳
名

発編

『
生
活
文
化
史
』
第
㈹
号
２
０
１
２
．
３
．
訓

集
／
大
国
正
美

行
／
神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館

一
ｌ

〒
畑
叩
神
戸
市
東
灘
区
深
江
本
町
３
１
５
１
７

窓
０
７
８
１
４
５
３
１
４
９
８
０
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

ゴ
ヰ
で
皿
へ
三
○
ョ
の
で
口
、
の
い
、
コ
ー
ヰ
く
・
Ｃ
Ｏ
ヨ
ヘ
↓
屋
六
画
の
Ｉ
ョ
匡
切
の
匡
ヨ
ヘ

御八湊本な蓮本灘向福

影多小庄ぎ池協小洋住
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校校校校校校校校校校


